
平成２４年度第１回宇都宮市民大学運営協議会議事録 

 

１．件 名  「平成２４年度第１回宇都宮市民大学運営協議会」 

２．日 時  平成２４年４月２５日（水） 午後１時３０分～３時 

３．場 所  人材かがやきセンター 研修室（中央生涯学習センター５階） 

４．出席者  委員   ８名（別紙参照） 

       事務局 １０名（生涯学習課） 

        大竹課長，山中課長補佐，川俣係長，相田総括主査，藤田社会教育主事， 

味野和主事，田邉主事，鈴木地域教育指導員，田部井地域教育指導員， 

新井地域教育指導員， 

５．内 容  別添資料参照（会議資料） 

 

○ 会長挨拶 

・ 日本の社会は少子高齢化となっており，だんだんと元気がなくなってきている。そのよ

うな中で，社会教育の目的は，地域社会を作っていくものである。 

・ 最近，女子力，女子会など「女子」という言葉がよく使われている。過去には，「女子」

ではなく，「女性」という言葉を使うように言われたが，女性の元気が社会生活面にお

いても表れている証拠ではないか。 

・ 市民大学を通して社会に活力を与えていくことが重要である。歴史，仏像など過去に遡

っての学習意欲が高い傾向にあるが，現実社会が大きく変化している中，今の日本につ

いて憂慮すべき，学ぶべきことがたくさんあるはずである。宇都宮市民として様々な勉

強をしてもらいたい。 

・ 合同開講式などの試みは，マンネリ化しないよう，常に新たなものを創造するようなも

のにし，挑戦していってほしい。 

 

○ 議題 

（１） 宇都宮市民大学運営協議会副会長の選任について 

花積委員⇒市民大学講座企画運営選考委員会委員長をなされている石野委員を推

薦したい。 

        （拍手をもって承認） 

齋藤会長⇒石野委員に副会長としてお力添えをいただく。よろしくお願いいたし

ます。 

（２） 平成２３年度事業報告について 

質疑なし。 

（３） 平成２３年度収支決算について 

質疑なし。 



（４） 平成２４年度事業計画（案）について 

質疑なし。 

（５） 平成２４年度収支予算（案）について 

齋藤会長⇒市民の皆様は食わず嫌いなのか，受講してほしい講座には，あまり人

が集まっていない。内容がよくわからないので応募しないということ

がないように，広報・宣伝活動を工夫していただきたい。 

 

石野委員⇒市民大学のあり方等にあるような，地域をつくる方向の創造的な講座

については人が集まらない。 

平成２３年度の修了者数が減っているが，このことに関して分析や説

明はあるのか。 

 

事務局）…子育ての講座は人が集まりにくい。企画段階から考えられたが，子育

て中の親が講座に出てくるのは難しいようだ。しかし，少子高齢化等

に対応する親の学びを市として支援することは重要であるため実施し

ている。 

定員は会場に入れるかぎり，また，館外学習の見学先で受け入れられ

るかぎり，対応している。趣味教養の講座は，定員を超え，抽選とな

っている。今年度の子育て講座に関しては宇都宮共和大学の協力を得

ながら，追加募集を行っているところである。 

 

石野委員⇒修了者数が減った経緯は？急に減ったのか徐々に減っているのか。 

 

事務局）…４分の３以上の出席で修了としているため，減っている。また，公開

講座に欠席すると，専門講座においても欠席 1 回分となる。子育て講

座などは，急に子供の体調が悪くなったため出席できない方もいる。

また，高齢な受講者も多いため，どうしても館外学習に来られない方

もいる。 

 

石野委員⇒それでは，２分の１以上の出席で修了とすると，増えるのか。 

 

事務局）…増えることになる。 

 

花積委員⇒これまで講座に関わってきて感じたことは，個人的な意見だが，子

育て関連の無料講座がたくさんある中で，子育て中の方が市民大学

で５００円払うのは厳しい。 



母親たちの考え方も，同様な意見も伺えることから，市で助成をお

願いしたい。 

仏像や歴史の講座は，会社を退職したような高齢の方が多く，とて

も楽しみにしている。子育て中の方には受講料を安くするなど，市

で配慮すべきではないか。受講生の「質」が違う。 

今までは文化・教養的なものが多かった。創造的な若者が学ぶよう

な講座には高齢者は入れないのではないか。ある受講生からは，「私

たち高齢者が学ぶ講座が少なくなった」と言われた。 

 

竹澤委員⇒アンケート結果の中で，講座の受講生の年代や，もちろん男女比な

どもわかると講座のイメージがわきやすくなり，対策にもつながる

のかも知れない。受講者のターゲットをしぼり，募集の段階で工夫

することが必要ではないか。 

 

齋藤会長⇒学んでほしい方に来て学んでもらいたい。すぐには難しいが，事務

局には対応をしていただきたい。 

 

石野委員⇒２３年度は６０代・７０代が９０％であった。６０代，７０代の方

にとっての創造性のある講座を考えると良いのではないか。 

後期は，高齢者の人たちが，どう生きていくかを考える講座をもつ

ことが現実的なのかもしれない。 

     また，休日に開催すると若い人も来るのではないか。 

 

【その他について】 

     事務局）…次回の協議会は８月末である。 

平成２４年度の前期公開講座は５月２３日に宇都宮共和大学の長坂

キャンパスで行われる。改めて委員の方々には通知をお送りするが，

ぜひとも参加していただきたい。特に専門講座についても，時間の

許す限りお越しいただきたい。 

 


